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私は小さいときどうして日本語の勉強をしなければならないか分かりませんでした。毎日祖父

母と日本語を話すのが分かりませんでした。でも十一才になった時ＪＩＣＡ生徒研修の試験が

受けられることを聞きとても嬉しくなりました。その後、いっしょうけんめい五年間家族は毎

日、日本語の勉強を手伝ってけれました。 

母は 1993 年に同じ研修を受けたので、私が研修に行くことをとてものぞんでいました。だか

ら私も日本へ行きたいと思いました。 

しけんの時はしんぱいだったけれどもじしんもあったのでだいじょうぶでした。けっかがきて

すごく嬉しくなりました。なぜならごうかくしたからです。 

日本についた時びっくりしました。ブラジルととてもちがうからしんぱいでしたけど、たくさ

ん友達をつくってあんしんしました。 

このＪＩＣＡで行った友達といっしょに勉強したり、たくさん笑えたり、楽しめることができ

ました。色々なじゅぎょうを受けて、いろんな先生方にであえて、たいへん勉強になり、心か

らかんしゃしております。 

中学校体験人学ではＪＩＣＡセンターとくらべてとてもちがいました。富士見中学校を初めて

見た時クラスの中はとてもうるさくて勉強になりませんでした。でも日がたつにつれてぶかつ

などでいっしょにサッカーをしたりしてたくさん友達ができました。さいごにはとても楽しか

ったです。 

楽しみにしていたホームステイは、さいしょのうちはとてもふあんでした。山口さんと話して

いたらやさしくて楽しい家族だとしり仲良くなることができました。山口さんと回転寿司にい

って食事をしました。この三日間すくなかったけれどいろいろなことをしてくれたので本当に

ありがとうございました。 

研修旅行の時に京都や神戸を見学しました。そこでおみくじをしたり、おみやげを買ったりし

ました。神戸では、神戸大震災のさいがいがそのままのこっているところを見ることが出来て

かんどうしました。そのちかくには神戸からブラジルにゆびをさす家族のどうぞうがあります。

この旅行でいじゅうや、しんさいについて学ぶことができてありがたく思っています。 

この研修で、日本をしることができ日本語もたくさんおぼえました。そしてたくさんの友達が

でき、たくさんぶんかを学びあらたなみちをあゆむことができました。このチャンスをくれた

JICA に心からありがたくかんしゃしています。 


